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第20回医学図書館研究会・継続教育コース報告

井ノ上後哉＊

九州大学附属図書館医学図書館

I. はじめに

2013年11月6日（水）から8日（金）まで，特定非営利

活動法人E本医学国書館協会〈以下， J斑LA）主擢，日

本薬学図書館協議会（以下， JPLA）協賛により，第20

回医学図書館研究会・継続教育コース（以下，研究会・

継続教育コース〉を関擢した。会場は九州大学病院キャ

ンパス総合研究棟のITルームとセミナ一室105で，メ

インテーマは「変化の時代の真っ只中！～医学問書館の

未来を考える～jとした。

1997年に第4回医学図書館研究会・継続教育コース

が久留米大学で開催されており，今問16年ぶりに九州・

沖縄地誌での関穫となった。

3日間のスケジュールは， 11月6日午後から7日午前

までを研究会，7日午後から8日午前までを継続教育コー

スとした。 1日呂の研究会終了後に九州大学階属図書館

医学図書館見学会を行い，その後，総合研究棟内のセミ

ナー室105で交流会を開催した。

参加者；え研究会廷べ38名（2日間参加29名， SBの

み2名， 7日のみ7名），継続教育コース I36名，コースH

35名，研究会・継続教育コース3日間で合計45名であったo

1I.開催準備

2013年3月7日に準備委員会を開催した。日程は，図

書館総合展の自程と重なら立いよう考慶した。第19屈

と同様に11月上旬とし 6日から8日に決定した。全国

から集まる参加者が利用する交通機関の利便性および、パ

ソコン実習室・セミナ一室・交流会場を構えた施設で毒

ることを考慮した結果，会場は福岡市内の九州大学病院

キャンパス総合研究棟とした。

2013年む九州・沖語地区会事務局および評議員館が

九州大学なので，実行委員長は井ノ上（九大医），事務
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語法高原｛九大屋〉とし 福間市内での関龍としたので

会計は杉尾（補岡大医）とした。九州大学附属図書館医

学図書館で実行委員会を全て開催することとした。

1 .第1問実行委員会（3月22日）

最初に各会員館1名の実行委員を推薦した。

第20国医学関書銭研究会・継続教育コースのテーマ

について，事前に各会員館に案を募ったが，提案館は長

崎大学と九州大学のみだったので，両者で協議し，メ

ワングリストで継続審議とすることを確認した。また，

演題が集まりやすくするためにはテーマは分野を限定し

ない方がよいとする方針を定めた。数日後にメーリング

リストで協議した結果 第20回医学図書館研究会・継

続教育コースのテーマを「変化の時代の真っ只中！

学図書館の未来を考える。jに決定した。

継続教脊コ…スの講譲・講習の企画｛案）および講婦

の推薦についても事前に各会員館に案を募っていたが，

長崎大学と九州大学以外の会員館からは提案がなかった。

継続教宥コース Iは，講演2コマを予定した。 1コマ

は，九州大学大学院ライブラリ…サイエンス専攻の大学

院生と九州大学附属図書館職員を対象に行われた講演

「高等教育の電子教斡における他人の著作物の利用と問

題点Jを医学図書館職員向けの内容にアレンジしていた

だくよう，九州大学附属図書館の吉田素文副館長に打診

し，内諾を樗た。

継続教育コース Iのもう 1コマは提案館2館で協議

し，メーリングリストで継続審議することとした。当

拐， f医学図書館のアウトソーシングjの内容で検討し

ていたが，講師適任者が見つからなかったので断念した。

九州大学では2011年から講習会担当の関書館職員を

対象にインストラクショナルデザイン（教授設計学〉の

考え方を取り入れた職員研修を実施していたので，新た

な企画案として医学図書館職員向けのインストラクショ

ナルデザインワークショップを検討した。九井i大学以外

の会員館大学から講師候補者を探して打診したところ，
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産業医科大学の柴田喜幸准教授から内諾を得た。

継続教育コース Eは，パソコン実習室での文献検索

実習とし，内容のレベルは，「JMLA文献検索医中誌

Web・ PubMed講習会ガイドラインjのアドバンストで

あることを確認した後，講師の推薦を検討した。しかし，

九州・沖縄地区会会員館に講師適任者が見つからなかっ

たので，他の地豆会会員館i二依頼することとした。講揮

を業者に依頼しでもよいのではないかとの意見もあった。

後日，機数の候補者ならびに複数の代理店業者の中か

ら講師適任者を検討した結果， PubMed講習会の講師を

東京慈恵会霞科大学の阿部最一氏に，医中誌Web講習

会の講師を株式会社サンメディアに依頼することに決定

した。

2. 第2回実行委員会（4月26日）

最初に予算（暫定案）を審議・承認、した。 5月のJMLA

総会でのJ沼LA2013年予算本認後に改めて予算（案｝を

審議することとした。

『医学図番館』 60巻2号（2013年6月）に掲載する第

1報研究会演題募集（案〉および、参加申込書（案〉を審

議・了承した。

会議終了後，研究会・継続教育コースおよび交流会の

会場を下見し，設備を確認した。

3.第3回寓行委員会（8月27日）

研究会繍題申込締切日（7月四日）時点で応募が4題

しかなかったので，演題募集を8月28まで延長仏教

育・研究委員会の加藤副委員長に協力を依頼した。また，

7月24日から26日までNII学術情報ウェブサービス担当

者研修が九州大学を会場にして関健されたので，研修受

講者のうち，医療系の図書麓職員に演題を出していただ

くよう依頼した。

8月2日時点でも応募が6題という状況だったので，

九州・沖縄地区の会員館および九州地豆医学密書館協議

会加盟館に演題募集を通知したほか，申込期限を8月23

日までに再延長し，中央事務局から主任司書宛てにメー

んにて追加募集を行った。最耗諦窃詰までに計S題の演

題が集まり，研究会発表者および継続教育コース講師に

要旨作成を依頼して研究会プログラムの形がようやく

整った。

第20回医学図書諮研究会・継続教育コース開擢参加

者募集要項（第2報），参加申込書，請求書（案），プロ

グラム（案）を作成した。第3回実行委員会を龍子メー

ルによる書福田議にて開催し，これらを承認した。

ヰ，第ヰ昌実行委員会（10克1B) 

電子メールによる書面回議にて開催し，プログラム・

予稿集，講師打合せ事項，研究会発表に関する確認事

参加者および請求書について確認し，これらを承認

した。 9月初日時点で30名の参加申込があった。

5.第5盟実行委員会（10月24B)

参加証明番・継続教育コース惨了証書発行名薄を確認

し，受講者アンケートは前回と同じ形式・設問にした。

研究会発表者および継続教育コース講師の使用機器，資

料の公開可否等について確認し，九弁！大学病院キャンパ

ス入口から会場となる建物および部嵐までのサイン，参

加者への注意事項について不備の有無を点検した。その

他，交読会のメニューを決定した。

6.第6回実行委員会（11月19日）

研究会・継続教育コース終了後に議子メーんによる書

面回議にて開催し 収支決算書参加人数等最終報告

受講者アンケート集計結果について確認した。これ

をもって最終回とした。

E 研究会

8題の演贈のうち，半数の4題が学習支援・教育支援，

l題が学徳雑誌、， 2題が関覧， l題が文献複写の内容で

あった。発表者の中には1日目のみの拳加者がいるかも

しれないことを考慮、した結果，発表者を九州地区とその

他に分け，九州地区の3態は28自に，そのf告の5題詰

1日目にした。また 学留支援・教育支援の4題は九州

地区とその他が2題ずつだったので， 2日間に渡って類

似の演題が連続するように九州地区の2題を2日自の前

半に，その他の2題を1日自の後半とするプログラムに

した。

学習支援・教育支援については参加者の関心が特に高

く，賞疑応答の時罷においても質問や情報交換が活発に

行われた。実行委員会の思惑どおり研究会の中では最も

充実した時間になった。

主に中堅クラスの医療系密書館職員が参揺する研究会

なので，司会進行を担当いただくモヂレータについて

は，ヘルスサイエンス情報専門員中級資格者または経験

年数日年以上の参加者の中から引き受けてくださりそ

うな方に依頼し，了承いただいた。質問が出にくい演題

の際は，モデレータから興昧・関心の観点を示し，発言

の喚起や進行を円滑に行っていただいたので大いに助け

られた。
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N.継続教育コース

1.継続教育コース1

図1.研究会

前半は，「図書館職員のためのインストラクショナル・

デザイン活用ワークショップ」として産業医科大学の柴

田喜幸准教授に講演いただいた。教授設計学というこれ

まで図書館職員があまり意識したことがなかった考え方

をワークショップ形式でおもしろく わかりやすく解説

していただいた。

“講習会の計画作成の際に参考になる効果的な方法と

コツを学んだので，自館で講習会，セミナ一等を行う自

信がついた”等の感想、が，参加者のアンケートに寄せら

れていた。

図2.継続教育1（柴田講師）

後半は，九州大学附属図書館の吉田素文副館長に「医

学・医療系の電子教材作成支援活動における課題と対

策」として，大学をはじめとする高等教育における電子

教材開発において，焦眉の課題となっている著作権問題

について講演いただいた。教育資源の情報共有という学

習支援にも関わる課題と実状について，詳細にご説明い

ただいた。

第20回医学図書館研究会 ・継続教育コース報告

電子教材の著作権については初めて学ぶ参加者も多

く，“興味深い内容で勉強になった”との感想がアンケー

トに多く見られた。

図3.継続教育1（吉田講師）

2.継続教育コース2

「文献検索演習 中級編 PubMedと医中誌」のPubMed

は，東京慈恵会医科大学学術情報センターの阿部信一

氏，医中誌Webは株式会社サンメディアの大塩稔氏に

解説・指導いただいた。

「文献検索演習基礎編Jで学んだ実習内容の要点を
復習した後， MeSH・医中誌シソーラスを活用した検索

事例を中心とした演習を行った。スクリーンの講師画面

遷移と同時に参加者各自が手元のパソコンを操作しなが

ら指導内容を熱心に修得していた様子から，継続教育

コースでの文献検索演習の要望が多いことを改めて実感

した。

特に阿部氏によるPubMedの文献検索演習は，データ

ベース機能の説明・使い方のみに止まらず，日常業務と

して利用者から参考質問を受けている医学図書館職員の

立場から「疑問のカテゴリーJ分析を行う等，参加者に

よるアンケートの感想は好評であった。

図4.継続教育2（文献検索演習）
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V.見学会

6日の研究会終了後，交流会までの聞の時間を利用し

て九州大学的属図書館震学図書館の見学会を行った。築

30年以上の建物で，特に目新しい施設等がない図書館

であるが， 24時間開館や81台のパソコンを構えた情報

サロンに参加者法関心を示していた。

また，成学・生物学系の外国雑誌センタ…館としてレ

アジャ一ナノレを中心としたプリント版の外国雑誌を大量

に整備・所職していることが 電子ジャーナルが標準と

なった昨今では，強く印象に残ったようである。

当日は，九州大学医学部の創設期に在籍された宮入慶

之湯教授が吾本住血吸虫症の惑染経路を明らかにして吉

年になることを記念して，「日本｛主鹿吸虫中間宿主発見

百周年記念展Jを官入慶之助記念館との共催で開催中で
あったので，参加者にも見ていただいた。また，宮入慶

之助記念館作成の記念ボーんベンを研究会・継続教育

コース参加者全員に配布した。

VI. 交流会

研究会・継続教育コースの会場である総合研究棟には

1階にサイエンスカブェと九州大学生協の食堂があるの

で，参加者の移動と飲食物運搬の負担軽減を考慮、してサ

イエンスカアェで受流会を行うことを予定していた。

しかし，交流会参加者数がサイエンスカブェの収容定

員を超えたので，隣家のセミナ一室105に会場を変更し

て関濯し

研究会の発表者に静細に尋ねてみたいことや自館の状

況との比較等の話で盛り上がり，参加者同士の情報交換

の場としても有意義な持問と立った。継続教育コースと

毘じ自で、はなかったために，講師の先生方が参加いただ

けなかったことが皮省点となった。

VJLアンケート調査

参加者45名にアンケ…ト調査への協力を依頼したと

ころ， 37名から国答があり，題収率は82.2覧であった。

「大変参考になったJr参考になった」を合わせた回答
は，研究会と継続教育1が100ちら，継続教育2が98%で

好評であった。

開催時期については約2割に相当する7名から変更希

あった。業務の関散期である夏季の開催希望や，業

務繁忙期で島る秋を避けたいとする雑誌業務担当者から

のコメントがあった。

国立情報学研究所（NII）の惣期研修の日程と融括っ

てしまったが，研究会・継続教育コースの会場を約1年

前に予約しておく必要があったので，やむを得なかったο

VII[，終わりに

1997年に九州・沖縄地区会が担当した第4国法学図

－継続教育コースに参加した職員が，現在の

地区会会員館には在籍しておらず，当時の実行委員会に

よる記録番類も保存されていなかったので，準鑓の全て

を手探り状態から開始した。

しかし，実施マニュアルや前回の実行委員会による記

録資料が参考になったほか，中央事務局および教育・研

究委員会の皆様に需い合わせや相談に槌時対応，ご指導

いただいたおかげで無事開催することができた。

また，商の端にある九州まで遠方から参加してくださ

るか不安だったが お名の参加者があり安堵した。

最終日に来福され修了証書授与および閉会の挨拶を

賜った坪内噂務理事，準備が難航した際にご助力いただ

いた中央事務局の木村局長，宇佐見氏，教育・研究委員

会の加藤樹委員長には，たいへんお世話になったことに

榔礼申し上げる。

最後に，参加者および議訴の皆様に実在委員一向深く

感謝申し上げる。
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第20固医学図書館研究会・継続教育コース アンケートまとめ 回答数： 37
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＜研究会＞ 今後参加したいテーマ。講習会などイベントの企醤，集客
4惨 事例報告に加え，研究の話もさきたい． レファレンス． アクティブ・ラーニングと毘欝館，学生との協働
. ガイダンスの実施例iの紹介は今後も続けていただきたい． 患者図欝館について聞きたい
φ ガイダンスの事例報告があれば笛白いと思いました
φ フリーのDBやOAの論文など，環境を関わない検索の需要が高いように思います。諜野に入れておくべきとは怠うのですが，
どんな有用なものがあるのか，情報を集めきれないととも多く，そうした情報を共有できる場があればいいなと思います。

＠機関リポジトリ

＜継続教育コース＞ 今後参加したいテーマ・医療系問書館におけるアクティブ・ラーニングに関するテーマ
4砂ガイドライン， EBM

+ EBM関係． レファレンス
＠ 各種のDatabaseの使い方や，どんなときに使うとよL功当を扱ってほしい

+ EBMセミナーのようなもの，箆中誌・ PubMed上級， Upto Dat告
. 著作権関連について，診療ガイドライン作成について， EBMについて

+ EBMについて
+ PubMed議室雪も今後も続けていただきたい． 著作権について． 医中誌， PubMed，検索方法，箸作権について． ワークショップ形式の講習会はわかりやすかった． 文献検索
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第20罰涯学園饗舘研究会・継続教育コースプログラム

全体テーマ f変化の蒋代の真っ只中！～護学習書舘の

未来を考える～J
1 医学図書館研究会。11月6日（水）
九州大学痛撰キャンパス総合研究棟2踏ITルーム

12: 30～ 開場・受付

13: 00～ 開会

13: 20～ 15: 50 発表1

13: 20～ 13: 40 

モデレータ：浅野泉（旭川医科大学図書館）

タイムキーパー： j遺児裕美（徳島大学問

属図書麓｝

1. 学術雑誌ピジネスの動向2013

田口宣行（埼玉医科大学附属国書館）

13: 40～ 14: 00 

2.中・長期計爵の検註：アウトカムの評儲方法確立に向けて

小林靖子，坪内政義（愛知匿科大学援学情報センター図

書館）

14: 00～ 14: 20 質疑・自由討論

14：お～14:30 休憩

14: 30～ 14: 50 

3. 資料と利用者の位置情報を利用したナピゲーションの可能性

橋本郷史（東邦大学医学メディアセンター）

14: 50～ 15: 10 

4.国書館の学湾支援と教員との連携

山下桂｛東京女子医科大学図書館大東分室）

15: 10～ 15: 30 

5.隠れたニーズを発見する～京都大学際学図書館の秘書向け

講習会および審議締／コ・メディカル向け講習会について～

八木、厚ちひろ（京都大学医学図書館）

15: 30～ 15: 50 質疑・自由言論

16: 30～17: 00 九州大学府麗図書舘援学図書館見学会

：日本住血吸虫中間宿主発見百周

年記念展

17: 30～19: 30 交流会：九州大学病競キャンパス総合研

究棟1階セミナ一室105

+11月7日（木）

9: 30 開場・受付

10: 00～ 11: 30 発表2

10: 00～ 10: 20 

モヂレータ：中瀬範子

識情報総合センタ…器学分麓）

タイムキーパー：藤村三枝（滋賀医科大

学附属図書館）

6. 認定看護部教青課程で行った文献検索講替の事鰐

水江愛子，阿部佐和子（福間大学関欝館医学部分舘）

10: 20～ 10: 40 

7.講溜会を超える！～九州大学総属国書館援学図書館に

おける和信者支援のこれまでとこれから～

梶原瑠衣，宮鵠舞美塩田麻実（九弁i大学関属密書館法

学図書館）

10: 40～11: 00 

8. ILL依頼データから見た長崎大学関属図書鑓医学分館に

おける文献の需要

松村悠子（長崎大学関麟図書鶴医学分鑓）

11: 00～11: 10 休憩

11: 10～ 11: 30 質疑・自曲討論

11: 30～11: 45 参加証授与・閉会

2.継続教膏コース

+11月78 （本）

九州大学病院キャンパス総合研究棟1階セミナ一室105

コースl

13: 00 受付

13: 30～ 15: 00 

議題： f国書館職員のためのインストラクショナル・デザイ

ン活用ワークショップJ
講師：柴田喜幸（産業医科大学産業医実務研修センター准教授）

15: 00～ 15: 15 体意

15: 15～ 16: 45 

演題：「匿学・医療系の電子教材作成支議活動における課題

と対策」

講師：古田素文（九州大学附属図書館副館長・九州大学大

学院医学研究院医学教育学教授）

16: 45～修了証書授与

φ11舟88 （金）

九州大学病院キャンパス総合研究棟2階ITルーム

コース2 文献検索演習 中級編 !PubMedと底中誌WebJ

9: 00 受付

合： 30～11: 00 PubMed : 

議部：阿部信一（東京慈恵会医科大学学術情報センター）

11 : 00～ 11: 15 休憩

11: 15～12: 45 医中誌Webの効果的利用：

講鱒：大塩詮｛抹式会社サンメディア インデキシング＆

ヂータベースサーチ〉

12: 45～13: 00 修了証書授与・閉会

井ノ上俊哉

杉尾千草

高原秀典

坂本

志波牒智美

堀口総著

毘尻千謀

長

第20聞挺行義員会

九州大学的麟図書舘医学図番館：委員長

福縄大学関番館涯学部分館：

九州大学問騒密書館医学問書館：；事務局

久留米大学院学図書館

長崎大学問属図書館医学分館

鹿児島大学前属図書舘桜ケ丘分館

産業産科大学密書麓

九州歯科大学附属図書結
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